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　昭和 53 年，水路部が行った常磐沖の 1/20 万海底地形と音波探査資料を再検討した結果，小

名浜の東方約 70km の深海平担面を切る NNE － SSW 長さ約 120km の断層系が見つかったの

で報告する。手がかりとなったのは昭年 54 年 11 月，海底地殻構造調査を目的として行ったマ

ルチチャンネル反射法音波探査 1 ）である。

　第 1 図および第 1 表に断層系の位置，長さ，形態を，第 2 図に断層系を横切るシングルチャ

ンネル及びマルチチャンネル反射法音波探査プロファイルを示す。

　地形面や第四系～新第三系と推定 2 ）される地層の変位変形，震央分布 3 ）との良い対応など

から，この断層系は活断層の可能性が高く，海域を含む東北日本南部の活断層系 4 ）の一般走向

NNE － SSW は一層明瞭なものとなろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 桜井　操 ）
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第 1 表　断層系の位置・長さ・形態
Table 1.  Shape of faults system
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第 1 図　常磐沖の NNE － SSW 方向，長さ 120km の断層系
Fig. 1　Faults system of NNE-SSW direction and 120 kilometers length off Joban district.
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第 2 図　音波探査プロファィル
Fig. 2　Seismic reflection section.
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